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頑張れ３年生

校長 小沢 進

早いもので、今年度も残り２ヶ月を切り、ニュースで報道されているとおり、

全国的にコロナ感染者が増加し、収束はなかなか見えてきません。緊急事態宣

言が再度発令され、緊急事態宣言期間も延長されました。学校、家庭で「人と

人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗いや消毒の励行」、「体温測定によ

る健康管理」、「風邪気味の時は休養をとる」など、これまでどおりの感染対策

を徹底してこの状況を乗り切りましょう。

２月と言えば、受験シーズンです。３年生は私立高校の推薦入試と都立高校

の推薦入試が一段落したものの、ほとんどの生徒が一般入試に向けて努力の真っ最中です。今月１０日から

は私立の一般入試が始まり、２１日には都立の一次入試が始まります。私立の推薦入試、都立の推薦入試で

入学許可候補者となった皆さんは、すでに重圧から解放されていると思いますが、多くの生徒の皆さんが合

格に向けて一所懸命に勉強しているところです。保護者の皆さまをはじめ、地域の皆さまにも、３年生全員

が進路先を決定し、１５の春を謳歌できるようになるまで温かいご支援をお願いします。

３年生の皆さんには３月上旬まで厳しい冬になろうと思いますが、耐えて立ち向かい、それを乗り越えて、

「暖かい春」が訪れることを信じて頑張ってほしいと思います。１・２年生の皆さんも３年生が努力してい

る姿を見て、勉強や部活動等、努力を継続することで、来年度以降への飛躍につながることを学んで欲しい

と思います。

保護者や地域の皆さまには、今後も新型コロナウイルス感染症予防の徹底を図るとともに、健康には十分に

留意され、特に３年生がいるご家庭では引き続きお子様の健康管理について、ご配慮いただきたいと思いま

す。

目黒区立第一中学校

校 長 小沢 進

２月行事予定

日 曜 予 定 日 曜 予 定

１ 月 朝礼（放送：人権講話）安全指導 １５ 月 生徒会朝礼 花植 人権オープンスクール
２ 火 都立推薦発表 １６ 火 避難訓練 学校給食運営協議会
３ 水 １７ 水 小中連携活動日
４ 木 展示発表準備（昼学活 清掃） １８ 木 １年職業人の話を聞く会 補充教室
５ 金 展示発表会（生徒のみ鑑賞） １９ 金 補充教室
６ 土 土曜授業日 新入生保護者説明会 ２０ 土 土曜補習教室
７ 日 標準服等採寸（体育館） ２１ 日 都立学力検査
８ 月 専門委員会 ２２ 月

９ 火 代表委員会 ２３ 火 天皇誕生日
１０ 水 私立入試 発表 小将町中との交流 ２４ 水 期末考査(数学：英語：保体)３年は保体なし
１１ 木 建国記念の日 私立入試 発表 ２５ 木 期末考査(理科：国語：社会)
１２ 金 補充教室 ２６ 金 期末考査(技術：音楽：美術)１・２年のみ
１３ 土 土曜授業日 ２７ 土

１４ 日 ２８ 日

http://www.meguro.ed.jp/swas/index.php?id=1320020


緊急事態宣言期間の延長を受けて（３月７日まで）

緊急事態宣言期間が３月７日まで延長されました。１月８日に配布したものから大きな変更点はありま

せんが、緊急事態宣言が延期されたことにより、下記のように変更点があります。

・２月８日（月）より部活動を再開します。

感染防止を徹底しながら部活動を再開します。保護者宛に部活動練習参加への同意書を配布しました。

部活動顧問へ提出してください。

・２月１５日（月）に人権オープンスクールを実施します。

・１年生の校外学習を３月１１日（木）、２年生の校外学習を３月９日（火）に予定しています。

緊急事態宣言期間がさらに延長されたら、中止とします。

・保護者会（１・２年生）を３月２３日（火）から３月８日（月）に変更します。

・皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

目黒区教育委員会表彰

３年 渡辺知世さん

第３０回日本クラシック音楽コンクール
全国大会 トランペットの部

第３位

目黒区青少年社会貢献表彰

駒場住区住民会議会長より推薦をいただき、美術部が公

共・地域貢献で表彰されました。

住区住民会議主催の「こまばのまつり」および「かかし

コンクール」に毎年積極的に参加し、かかしの出品やま

つりのブースのボランティア活動など、地域のまつりを盛り上げ、貢献してきた。

本年度は新型コロナウイルスのため「こまばのまつり」は中止となったが、感染

予防に尽力されている方々への感謝としてケンネル田んぼにかかしを飾ることに

賛同し、かかしの制作・出品をした。

PTAから応援幕を寄付していただきました

以前、PTAから何か学校で必要なものはありますか？と聞かれ、

何が欲しいかな？と考えていると、部活動の試合で掲げる応援幕

がいいんじゃぁないか、という話が出ました。

応援幕なら、区連体や運動会でも使える。

言葉はどうしよう、色はどうしようと体育委員

会を中心に考えてきました。

これが出来上がってきました。ありがとうございました。


